
昭和42年7月 15日

な り案 条 正 万 円 会 れ 去

E翼 喜椒勇拿現鷲t兵 年

甦尋奏裏旱詈鷲iミ旱量
葬二修確璽舞軍準青音響
菫重婁責言』貢::曇署氏苧番」鳳欝準召早塞竃 中井 助役
をとお議税補八千般さ ｀

墾,L▲ 肇里二A tt I皇 二人言察ブ豊杢]

量l電】11曽
』][:言 :言  :』 :言 i:言 ::言

量を含馨員富全穂il菫含ま,』 ]:]:[會曾i量 3梶 8露言:]:書 ]:[

量:[1[量 [ 言言為::1言 l:量
i言言塁][言  iii言 ::il[:t電

媚霙
鷲ギ9三塁ittit[阜 :鼻  案
1貢 J菫蓋ギ覆基t蛹 :賃丞二缶興■1午 ル黎里燿助  圭
白釜童喜督喜基蓉ヽ 磐II穫  覆
量宣璧l量言言]J二軍番

氏
を

再
任

編集と発行

青森県市浦村役場
総   務   課
電話 相内1044番

呈呑曇曹旱否奮息軍年雷糞勝 馨
う言[:量 i:言 ][Z量  :曇2量轟套畢i:言量亘織菫 宣覇裂蓬蒋景季宅皇青壽星

[ミ

第23号

一
般
会
計
理
九
十

一
万
円
を
追
加

助
役
に
中

丼

忠

去
る
六
月
十
日
、
青
森
県
　
い
と
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
村
万
作
、
木
村
定
雄
、
三
　
△
太
田
地
区
…
奈
良
儀
助
、

米
づ
く
り
運
動
市
浦
本
部
が
　
県
の
指
定
に
な
る
生
産
集
団
　
　
上
浅
吉
、
浜
田
春
土
、
佐
　
△
十
三
地
区
…
工
藤
武
義
、

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
運
　
△
第
二
次
干
拓
農
業
協
同
組
　
　
藤
清
治
、
山
田
義
夫
、
奈
　
△
桂
川
地
区

・秋
田
谷
兼
吉

動
凱
ぎ
課
わ
耐
緯
罐
噸
郎
い

　

精
…

（
コ
ｒ
翻
計
）

（
代
表

　
　
隷
動
数
制
一
球
岬
鵡
裁
一
　

二各
細
〓
熙
の

も

つ

知
一
割

な
実
情
に
応
じ
て
、
共
同
作
　
△
平
浪
開
墾
組
合

（
Ａ
）
二
　
　
斎
藤
敏
勝
、
三
浦
義
鐘
、

　

　

△
本
部
推
進
委
員
ｕ
米
づ

業
、
技
術
協
定
な
ど
、
農
作
　
　
十
二
戸

（
代
表
者
…
山
内
　
　
木
村
勝
四
郎
．
村
元
栄

一　

く
り
運
動
の
推
進
方
策
お
よ

業
の
集
団
化
を
推
進
し
、
米
　
　
秀
太
郎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
誠
三
。
　
　
　
　
　
　
び
計
画
を
樹
立
し
、
そ
の
実

“
潮
罐
秘
慇

当 ヵ、
“
卸
ぃ
蜘
帥
　
△

「
備
罰
議

（
事

罐
鍛
静

…
（

岬

推̈

進

拳
百
員
会

指
一導

班

　

輸
“
細
請
、
瞳
装
舞
相
」

っ

を
め
ざ
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△
推
進
委

ぉ詢腱けｒ　
Ｔ‥
聾
琳
・↓
数
〓劃
・裂
・勤
・錦
琳
・勢
〓郵
〓発
Ξ識
〓葬
言
執
　
　
口員精琳輌嘲

鎌
鶏
蝉　
　̈
反
あ
た
り
二
俵
の
増
産
を
目
標
に
　
‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

曜鋼
雅

産
集
団
と
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
現
地
指
導

て
県
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
　
　
田
義
夫
）
　
　
　
　
　
　
　
△
班
長
…
木
村
勝
四
郎
△
班
　
を
実
施
す
る
た
め
の
も
の
で

に
な

つ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
　
△
第
二
次
十
三
湖
干
拓
農
業
　
　
員
…
小
笠
原
金
道
、
村
元
　
つ
と
め
て
毎
月

一
回
以
上
指

集
団
は
県
と
村

の
指
導
に
よ
　
　
協
同
組
合

（
Ｂ
）
十
六
戸
　
　
栄

一
、
三
上
浅
吉
、
田
中
　
導
班
連
絡
会
議
を
開
く
こ
と

り
、
作
業

の
共
同
化
な
ど
反

　

　

（代
表
者

‥
工
藤
武
義
）
　

　

誠

三
、
佐
藤
豊

一
、
山
田
　
に
な

つ
て
い
る
。
△
推
進
員

型
融
緩
¨
醐
『
暉
裁
け
封
わ

　

△

本

都
一推

進

委

目
（
　

　

』
一

夫
ｒ
「

【
藤

動
勝

　

　

　

観 徹 ‐‐
壽
¨
】
中
申
［
¨
動
晦
わ

な
お
、
こ
の
計
画
は
、
三
カ
　
△
本
部
長
…
柏
谷
秀

一

（
村

年
に
わ
た
つ
て
年

々
増
や
し
　
　
長
）
△
推
進
委
員
…
村
元
　
△
相
内
地
区

‥
小
笠
原
金
道
　
密
に
す
る
た
め
の
も
の
で
、

作
業
の
協
業
化
を
は
か
る
と
　
　
正
恒
、
小
笠
原
金
道
、
櫛
　
△
脇
元
地
区
…
成
□
八
雄
、
　

い
わ
ば
部
落

の
窓

口
連
絡
に

と
も
に
安
全
多
収
穫
を
ね
ら
　
　
引
長

一
、
安
保
順
三
、
木
　
△
磯
松
地
区
…
藤
田
角
松
ぃ
　

つ
と
め
る
。

身
体
障
害
者
の
巡
回

一
般

診
査
、
更
生
相
談
日
程
　
　
一
日
■
■
■
■
■
■
■
■
鳳
翻
響
輔

一　
い
も
ち
病
と
ニ
カ
メ
イ
虫

勧却許雅
一七晰に時拗いれ翻一都人‐‐諦榊師性ｒ車時嘲師姓ｒほ
二
＋上二
日二Ｃ
一９

」
読
組
げ
一
彙
勧
輝
腋
瑚
枢
一家
藤
訓
詞
員
押
酪
厨
舗
展
」
一子
宮
ガ
ン
の
検
診

】̈
『̈一̈
家メ庭モ］は大っ一一　， 時『憮‐力ヽ二坤」一青“脚一が一一坤けけ」御前（倒げか

防

除

に
全

力

を

―
―
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子
ど
も
や
老
人
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

』燕一『̈『螂〓ＦＦ　　一一］̈『̈一一一”′力ヽのッ”一一一れ二△ン̈一̈『一中輌一一一

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
力、
ぶ
り
ま
し
よ
う
可
却
雌
鎌
浴
青
ユ
雨
印
）希

―
―
上
要
全
協
で
あ
つ
せ
ん
中
―
―
　
　
一価
Ｆ
新
縁
輌
「
ド

通
＝
五
十
七

つす力、力ヽる鴫玲いわ駆あ］購け一一踊訓一　鋪嘱ｒ鳳囃ｎだ̈
一理嘘輸錫錦薇わ】

△
価
格
、

つ
ば
な
し
＝
千
三

たっへのとノレ一一一一̈一“一い、一】“】【　一の村「機一『金一入弾『けヽ一を褻卿中一一一ば

一一の通メ一一崚次会ヵ、一一一一一一」̈̈
中一」中中いい中中［̈［中中中い中̈一中

☆

ゴ

√

ｒ

何
ご
で
も
見
て

い
た
だ
き
た
い
漫
画

保
健
婦
の
健
康
相

談
日
の
お
知
ら
せ

五
所
川
原
保
健
所
か
ら
毎
月

三
人
の
保
健
帰
が
来
村
し
て
、

み
な
さ
ん
の
健
康
相
談
を
受
け

て
お
り
ま
す
が
、
各
保
健
婦
の

訪
間
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す

か
ら
、
気
軽
に
相
談
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

△
岡
田
保
健
爆
…
十
三
地
区

（毎
月
第

一
週
の
月
曜
日
か
ら

水
曜
日
ま
で
）

△
月
曜
日
…
午
後
か
ら
家
庭

訪
間
　
　
　
　
　
　
　
．

△
火
曜
日
…
午
前
、
成
人
病

お
よ
び

一
般
健
康
相
談
、
午
後

母
性
乳
幼
児
健
康
相
談

△
水
曜
日
…
午
前
、
家
庭
訪

間
、
午
後
、
事
務
整
理

△
桑
田
保
健
婦
…
脇
元
、
磯

松
地
区

（
毎
月
第
二
週
の
月
曜

日
か
ら
水
曜
日
ま
で
）

△
月
曜
日
…
午
後
、
家
庭
訪

問
△
火
曜
日
‥
午
前
、
成
人
病

お
よ
び

一
般
健
康
相
談
、
午
後

母
性
乳
幼
児
健
康
相
談

△
水
曜
日
…
午
前
、
家
庭
訪

間
、
午
後
、
事
務
整
理

△
岡
本
保
健
婦
…
相
内
、
大

田
、
桂
川
地
区

（毎
月
第
二
週

の
月
曜
日
か
ら
水
曜
日
ま
で
）

△
月
曜
日
…
午
前
、
大
田
地

区
家
庭
訪
間
、
午
後
、
乳
幼
児

母
性
、　
一
般
健
康
相
談

△
火
曜
日
…
相
内
地
区

一
般

健
康
相
談
、
午
後
、
母
性
乳
幼

児
健
康
相
談

△
水
曜
日
…
午
前
、
家
庭
訪

間
、
午
後
、
事
務
整
理

農

地

の
転

用
は

許

可
を
受
け
て

農
地

（
田
、
畑
）
を
農
地
以

外

（
宅
地
、
山
林
等
）
の
も
の

七
月
も
二
十
日
を
す
ぎ
る
と

各
学
校
と
も
夏
休
み
に
は
い
り

ま
す
。
高
校
生
以
上
の
キ
ヤ
ン

プ
、
海
水
浴
な
ど
に
つ
い
て
は

も
う
こ
ど
も
で
な
い
の
で
す
か

ら
、
あ
ま
り
く
ど
く
注
意
す
る

こ
と
な
く
、
自
主
的
な
活
動
を

し
て
や
り
ま
し
よ
う
。

し
か
し
、
小
学
校

の
児
童
や

中
学
生
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま

だ
家
庭
や
学
校
の
先
生
方
の
指

導
、
保
護
が
必
要
で
す
。
近
所

の
川
だ
か
ら
と
い
つ
た
安
心
感

か
ら
か
、
案
外
、
あ
ん
な
と
こ

ろ
で
と
思
う
事
故
が
多

い
も
の

で
す
。

に
す
る
場
合
は
県
知
事

の
許
可

が
必
要
で
す
。
無
断
で
農
地
や

宅
地
を
山
林
に
し
た
場
合
は
農

地
法

の
規
定
に
よ
り
罰
せ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
．
県

知
事
の
許
可
を
受
け
て
か
ら
に

し
て
下
さ
い
。

な
お
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い

て
は
市
浦
村
農
業
委
員
会
に
お

問
い
合
せ
下
さ
い
。

セ
ミ
取
り
に
行

つ
て
た
め
池

に
お
ち
た
と
か
、
魚
釣
り
に
行

つ
て
足
を
す
べ
ら
せ
て
深
み
ヘ

は
ま
つ
た
等

々
。

ま
た
水
泳
に
い
く
と
き
は
．

耳
せ
ん
を
忘
れ
ず
に
持
た
せ
て

や
つ
て
下
さ
い
。
水
が
耳
に
は

い
つ
て
、
中
耳
炎
を
お
こ
す
こ

ど
も
が
、
ひ
じ
よ
う
に
多

い
そ

う
で
す
。
ま
た
水
泳
の
あ
と
は

ず
か
な
ら
き
れ
い
な
水
で
目
を

よ
く
あ
ら
う
習
慣
を
つ
け
さ
せ

る
こ
と
。
結
膜
炎
を
お
こ
す
こ

ど
も
が
た
く
さ
ん
お
り
ま
す
。

夏
休
み
は
，
こ
ど
も
た
ち
の

か
ら
だ
を
き
た
え
る
絶
好

の
機

会
で
す
が
、　
一
面
、
長

い
休
み

の
た
め
、
生
活
が
不
規
則
に
な

り
が
ち
で
。
な
ま
け
ぐ
せ
や
遊

び
ぐ
せ
の
つ
く
の
も
夏
休
み
と

い
え
る
場
合
が
お
お
い
よ
う
で

す
。
親
と
子
で
よ
く
話
し
合

つ

て
、
無
理
の
な
い
日
課
を
作
り

勉
強
、
あ
そ
び
、
お
手
伝
い
と

い
つ
た
約
束
を
き
め
る
こ
と
が

た
い
せ
つ
で
す
。

弘
前
で

夕
ふ
る
さ

と
の
歌
ま
っ
り

″

―

八

月

二

Ｌ

Ｉ

来
る
八
月
三
日

（木
）
午
後

八
時
か
ら
九
時
ま
で
の

一
時
間

Ｎ
Ｅ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
で
弘
前
の

夏
の
名
物

多
ね
ぶ
た
ク
を
ま
じ

え
た

ク
ふ
る
さ
と
の
歌
ま
つ
り

多
が
弘
前
か
ら
中
継
放
送
に
よ

り
全
国

へ
紹
介
さ
れ
ま
す
。
放

送
の
内
容
は
多
ね
ぶ
た
″
を
中

心
に
豊
か
な
津
軽
民
謡
と
郷
土

芸
能
が
数
多
く
紹
介
さ
れ
る
の

で
当
日
の
盛
況
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
当
日
の
放
送
会
場
は
東
奥

義
塾
体
育
舘
で
、
歌
手
に
は
、

坂
本
九
、
倍
賞
千
恵
子
を
そ
れ

ぞ
れ
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

山
田
　
伸
悦

（脇
元
）
守

一

福
井
　
健
司

（
十
三
）
菊
美

伊
南
　
定
治

へ磯
松
）
市
雄

村
元
　
　
聖

（磯
松
）
弘
毅

直
行

（
脇
元
）
敏
正

禎
睦
　
脇
元
）
正
衛

美
華

（
弘
前
）
幸
男

秋
彦

（太
田
）
四
郎

五
月

（脇
元
）
孝

千
歳

（脇
元
）
孝

笹
山
由
香
利

（脇
元
）
幸
祐

福
島
真
由
美

（
十
三
）
八
千

代奈
良
　
　
健

（
相
内
）
広
悦

武
田
　
正
司

（
太
田
）
囲
雄

秋
田
谷

一
英

、
十
三
）
叉
三

郎秋
田
谷
恵

一

（
相
内
）
正
義

工
藤

　

悟

（脇
一こ

勲

三
和
　
正
三

″相
内
）
正
明

和
嶋
勇

一

（
磯
松
）
勇
喜
雄

佐
藤
　
　
洋

（
相
内
）
信
也

秋
田
谷
和
子

（桂
川
）
清
司

横
山
　
英
樹

（十
三
）
義
博

横
山
　
政
樹

（
十
三
）
義
博

鳴
海
　
敦
浩

（青
森
）
文
保

小
倉
正
三

（
十
三
）
十
三
男

丁
子
谷
　
勇

、相
内

〕

三
上
　
次
江

、今
泉

一

工
藤
　
精
悦

（
相
内

・

菅
原
　
セ
ツ
　
弘
前
）

後
藤
　
良
冶

（磯
松

一

笠
井
　
聞
子

（
金
木

¨

佐
野
　
定
衛

（
中
里
）

台
九
谷

ツ
カ

（脇
元
）

ご
注
意

・
マ
マ
の
立
話

子
ど
も
の
水
死
事
故
を

な
く
し
ま
し
よ
う

△
お
医
者
さ
ん
へ
か
か
る

患
者
の
心
が
ま
え

①
病
気
と
健
康
に
つ
い
て

正
し
い
考
え
方

病
気
に
か
か
ら
ぬ
よ
う
に

す
る
の
も
病
気
を
治
そ
う

と

す
る
の
も
、
す
べ
て
自
分
自

身
で
あ
る
こ
と
を
知
る
べ
き

で
あ
る
。
医
師
に
か
か
つ
て

も
、
病
気
を
直
接
治
す
の
は

医
師
や
、
薬
や
、
注
射
で
な

く
病
気
と
斗

つ
て
い
る
自
分

自
身
の
体
で
あ
る
。

②
病
気
を
治
す
以
上
徹
底

的
に
治
す
こ
と
で
あ
る
。

当
り
前
の
こ
と
で
あ
る
が

仲

々
実
行
さ
れ
な
い
。
病
気

の
時
に
は
、
薬
は
必
要
量
を

十
分
に
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
と
か
く
決
つ
た
量

を
飲
ま
な
い
こ
と
が
多
い
。

勝
手
な
判
断
を
し
な
い
で
医

師
の
言
う
こ
と
を
守

つ
て
ほ

③
正
し
い
診
断
と
治
療

の

た
め
に
必
要
な
検
査
を
受
け

④
病
気
を
治
す
た
め
の
生

活
態
度
が
大
切
で
、
こ
れ
に

は
強

い
意
志
が
望
ま
れ
る
。

医
師
か
ら
指
示
さ
れ
た
生

活
上
の
注
意
を
守
る
の
は
仲

々
困
難
で
あ
る
が
、
病
気
を

治
す
た
め
の
暮
し
方
を
す
る

こ
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
治
療
の

根
本
で
あ
る
。

⑤
医
師
に
正
確
な
こ
と
を

細
大
も
ら
さ
ず
話
す
こ
と

医
師
は
病
気
の
診
断
に
際

し
患
者
か
ら
色

々
と
く
ど
く

聞
く
こ
と
が
あ
る
。
下
手
な

か
く
ｔ
ご
と
や
、
ウ
ソ
を
言

つ
た
り
す
る
こ
と
は
無
意
味

を
通
り
越
し
て
危
険
で
あ
る

⑥
逆
に
医
師
か
ら
も
何
ん

で
も
聞
く
こ
と

医
師
に
か
か
る
こ
と
は
、

薬
を
貫
え
に
ゆ
く
の
で
な
く

治
す
方
を
教
わ
る
に
行
く
こ

と
で
あ
る
筈
だ
。
素
人
に
相

談
し
て
色

々
と
判
断
す
る
こ

と
は
、
医
師
に
か
か
つ
た
意

味
が
な
い
。

⑦
病
気
は
治
る
時
期
が
こ

な
け
れ
ば
、
治
ら
な
い
も
の

で
あ
る
。
ど
ん
な
に
養
生
し

て
も
．
良

い
薬
を
使

つ
て
も

や
は
り
，
あ
る
時
期
が

こ
な

け
れ
ば
治
ら
ぬ
も
の
で
あ
る

自
分

の
体
が
病
気
と
斗

つ
て

い
る
の
だ
か
ら
、
む
し
ろ
当

然
の
こ
と
で
あ
る
、．
長
く
か

か
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
そ
の

あ
せ
る
心
に
、
イ
ン
チ
キ
な

療
法
も
つ
け
こ
む
ｖ
時
を
じ

つ
と
待

つ
こ
と
も
、
治
療
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
を
知
る
べ

③
診
療
や
往
診
に
手
間
と

ら
せ
な
い
礼
儀
も
必
要

医
師
の
往
診
は
、

ソ
パ
の

出
前
を
た
の
む
の
と
は
違

い

ま
す
。
自
分
自
身
の
命
を
か

け
て
い
る
こ
と
を
認
識
す
る

べ
き
で
あ
る
。
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死
事ノ無
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が
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デ
る
高
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「
旬
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と

大

田
で

′ん
４

略

ｉ

糧

モ

ニ

乳

児

の

検
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△
‐幼

児
の
監
視
は
責
任
を
も
一　
桂
川
と
た
田
地
区
で
、

へ
き

効．ガだなヵ、数れガゲリ一な鉤奨」はｒヽ
県立中央病

△
指
定
水
泳
場
以
外
で
は
絶
一院
三
浦
小
児
科
田
部
長
で
す
。

対
泳
が
せ
な

い
よ
う
指
導
一　
ま
た
、
当
日
は
県
か
ら

ヘ
ル

す
る
。

△
水
泳
に
は
か
な
ら
ず
年
上
一　
△
佳
川
地
区
口
七
月
二
十
七

日
午
後

一
時
か
ら
四
時
ま
で

（

一一一̈一］̈一一『一一̈̈̈
¨̈̈時月でヵ、長一一

一一攀̈いい一一一］一一（日桂『̈̈
一校ヵ、区『性期に封ｕ

ヽ饒
ヾ

O―

慣
づ
け
る
．

△
あ
ぶ
な
い
水
遊
び
を
見
た

ら
誰
で
も
注
意
し
て
や
め

さ
せ
る
。

櫛 櫛 植 今 三 渡
引 引 野 泉 上 辺

梨
村
　
　
要

（
石
川
）

梶
浦
ひ
ろ
子

（
十
三
）

平
山
　
喜
照

（
長
崎
）

石
岡
　
和
子

（
脇
元
）

田
中
　
徳
雄

（
金
木
）

三
上

ヨ
チ

エ

（
脇
一九
）

藤
田
真
佐
男

（磯
松
）

石
川
　
妙
子

（
北
海
道

ヽ

越
田
　
定
保

（
稚
内
）

Ｉ
藤
　
松
子

（
十
三
）

神
　
　
慶
蔵

（
鰺
ケ
沢
）

浜
田
　
智
子

（
十
三
）

高
桑
貞
雄

（
北
箭
道
）

和
嶋
　
梅
子

（磯
松
）

大
畑
　
敏
明

（
札
幌
）

神
嶋

マ
ツ
エ

（脇
元
）

山
田
勝
三
郎

（
十
三
）

白
取
　
と
し

（常
盤
）

中
村
　
義
勝

（
二
重
）

湊
　
　
礼
子

（相
内
）

葛
西
　
秀
孝

（
青
森
）

工
藤
　
康
子

（
脇
元
）

秋
月

一
二
三

（
十
一じ

龍
野
さ
つ
き

（
下
前
）

長
利
　
　
勇

（大
田
）

江
良
　
み
さ

（箱
垣
）

竹
谷
　
光
春

（脇
元
）

深
谷
　
光
子

（
福
島
）

木
津
谷
喜
十
郎

（
相
内
）

杉
山
秀
子

（
五
所
川
原
）

成
田
　
　
栄

（脇
元
）

珍
田
ノ
プ
子

（
旭
川
）

加
藤
　
ソ
メ

（脇
元
）
５８

奈
良
銀
三
郎

（大
田
）
４７

三
上
　
岸
雄

脇́
元
）
６７

竹
谷
　
直
人

′脇
元
）
１５

石
岡
　
叉
衛

へ喘
元
ノヽ
５８

（
七
月
十
五
日
現
在
）
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